
山
田
　
本
日
は
矢
田
美
英
中
央
区
長
を
お
訪
ね
し
、
日

本
橋
と
日
本
橋
美
人
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
す
。
区

長
は
中
央
区
の
ご
出
身
で
、
１
９
８
７（
昭
和
62
）年
の

初
当
選
か
ら
現
在
ま
で
、
連
続
６
期
に
わ
た
り
要
職
を

勤
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
中
央
区
と
日
本
橋
の
現

状
と
今
後
に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

区
長
　
中
央
区
は
首
都
東
京
の
中
心
、
日
本
の
ま
さ
に

ど
真
ん
中
に
位
置
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
象
徴
が
日
本

国
道
路
元
標
が
置
か
れ
て
い
る
名
橋
「
日
本
橋
」
で
す
。

歴
史
的
に
み
て
も
、
１
６
０
３（
慶
長
８
）年
に
徳
川
家

康
公
が
江
戸
に
幕
府
を
開
い
た
時
か
ら
、
日
本
の
文

化
・
商
業
・
情
報
の
中
心
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
当
然
、
こ
れ
か
ら
も
我
が
国
を
代
表
す
る
都
市
と

し
て
、
日
本
を
リ
ー
ド
し
世
界
に
貢
献
し
て
い
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
実
力
を
本
区
は
、
名
実
と
も
に
備

え
て
い
ま
す
。
今
年
１
月
に
発
表
さ
れ
た
経
済
誌
「
日

経
グ
ロ
ー
カ
ル
」
の
調
査
で
は
、
何
と
本
区
は
「
全
国

都
市
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル（
持
続
可
能
性
）度
」
で
総
合
第
一

位
と
い
う
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。
特
に「
経
済
の
豊

か
さ
」と「
社
会
安
定
度
」で
は
、
他
の
自
治
体
を
大
き

く
引
き
離
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら

「
環
境
保
全
度
」
で
は
、
23
区
中
18
位
と
低
迷
し
て
い
ま

し
た
の
で
、
い
ま
一
生
懸
命
、
環
境
面
に
力
を
入
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

住
民
も
ど
ん
ど
ん
増
え
て
お
り
ま
す
。
平
成
９
年
ご

ろ
に
は
、
７
万
人
を
切
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

し
た
が
、
現
在
は
11
万
６
２
０
０
人
以
上
に
回
復
し
て

い
ま
す
。
昔
か
ら
「
人
集
ま
ら
ず
し
て
繁
栄
な
し
」
と

い
い
ま
す
が
、
何
事
も
人
で
す
。
特
に
30
代
、
40
代
の

働
き
盛
り
の
方
々
に
移
り
住
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
の

が
大
き
な
特
徴
で
す
。
日
本
橋
地
域
な
ん
か
も
、
山
田

さ
ん
の
よ
う
に
若
く
て
元
気
い
っ
ぱ
い
な
方
々
が
活
動

し
て
い
て
、
区
長
と
し
て
も
頼
も
し
い
限
り
で
す（
笑
）。

山
田
　
そ
れ
だ
け
中
央
区
に
「
魅
力
が
あ
る
」
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
区
長
ご
自
身
は
、
日
本
橋
の
魅
力
を
ど

の
よ
う
に
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

区
長
　
日
本
橋
は
何
と
い
っ
て
も
、
人
が
素
晴
ら
し
い

で
す
ね
。
き
っ
ぷ
が
よ
く
て
格
好
も
良
い
。
一
言
で
い

え
ば
、
独
特
の
雰
囲
気
を
譲
し
出
す
「
日
本
橋
人
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
ま
さ
に
長
い
歴
史
と
伝
統
が
培
っ
て
、

出
来
上
が
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
町
並
み
も
素

晴
ら
し
い
。
日
本
橋
地
域
に
は
日
本
銀
行
本
店
、
三
井

本
館
、
闍
島
屋
東
京
店
、
名
橋
「
日
本
橋
」、
清
洲
橋
と

い
っ
た
重
要
文
化
財
や
、
三
越
本
店
、
近
三
ビ
ル
ヂ
ン

グ
、
常
盤
小
学
校
、
十
思
ス
ク
エ
ア
、
三
菱
倉
庫
江
戸

橋
倉
庫
ビ
ル
、
両
国
橋
な
ど
の
都
選
定
歴
史
的
建
造
物

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
数
多
く
の
名
所
・
旧
跡
が

残
る
歴
史
と
文
化
の
薫
り
高
い
街
で
す
。

ま
た
、
街
が
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
両
面
で
「
渾
然
一
体
」

と
な
っ
て
い
る
の
も
魅
力
で
す
ね
。
１
８
０
５（
文
化

２
）年
に
描
か
れ
た
「
熈
代
勝
覧
絵
巻

き
だ
い
し
ょ
う
ら
ん
え
ま
き

」
は
、
日
本
橋
通

り（
神
田
今
川
橋
か
ら
日
本
橋
ま
で
）を
克
明
に
描
い
た

「
日
本
橋
繁
盛
絵
巻
」
と
言
え
ま
す
。
こ
こ
に
登
場
す
る

１
６
７
１
人
の
男
女
と
子
ど
も
た
ち
、
20
匹
の
犬
、
13

頭
の
馬
、
４
頭
の
牛
、
１
匹
の
猿
、
２
羽
の
鷹
。
行
商

人
か
ら
髪
結
い
、
金
毘
羅
参
り
に
至
る
ま
で
そ
の
多
種

多
様
ぶ
り
や
ユ
ニ
ー
ク
さ
は
類
を
見
ま
せ
ん
し
、
何
時

間
で
も
眺
め
て
い
ら
れ
る
面
白
さ
が
あ
り
ま
す
ね
。
日

本
橋
に
は
、
こ
れ
が
描
か
れ
た
約
２
０
０
年
以
上
前
か

ら
現
在
ま
で
、
こ
の
「
渾
然
一
体
」
の
変
わ
ら
な
い
活

気
が
あ
り
ま
す
。

山
田
　
２
０
１
１（
平
成
23
）
年
の
４
月
３
日
に
現
在

の
日
本
橋
が
創
架
１
０
０
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
日

本
橋
地
域
に
一
段
と
活
気
が
出
て
い
ま
す
。

区
長
　
架
橋
１
０
０
年
を
契
機
に
、
ま
す
ま
す
日
本
橋

は
発
展
す
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
区
と
し
て
も
こ
れ

を
記
念
し
、
日
本
橋
の
た
も
と
に
あ
る
「
滝
の
広
場
」

に
船
着
場
を
整
備
し
ま
す
。
日
本
橋
川
か
ら
隅
田
川
に

出
て
、
上
れ
ば
話
題
の
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
、
下
れ
ば

羽
田
方
面
に
行
け
る
な
ど
舟
の
利
用
が
活
発
に
な
る
で

し
ょ
う
。

本
区
の
水
域
面
積
は
、
23
区
で
最
も
大
き
く
区
全
体

の
18
・
３
％
に
達
し
て
お
り
、
ま
さ
に
「
水
の
都
」
と

呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
で
す
。
か
つ
て
は
日
本
橋
に

は
魚
河
岸
が
あ
り
、
舟
運
に
よ
る
物
流
が
さ
か
ん
で
、

日
本
橋
川
は
運
河
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
し
た
。

商
業
の
中
心
と
し
て
、
４
０
０
年
以
上
輝
い
て
き
た

日
本
橋
を
継
承
す
る
魅
力
的
な
街
づ
く
り
に
、
豊
富
な

水
辺
を
活
用
し
な
い
手
は
な
い
と
い
う
の
が
、
私
の
考

え
で
す
。

山
田
　
区
長
ご
自
身
の
、
日
本
橋
の
お
気
に
入
り
ス
ポ

ッ
ト
に
つ
い
て
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

区
長
　
子
ど
も
の
頃
は
、
デ
パ
ー
ト
の
お
も
ち
ゃ
売
り

場
が
大
好
き
で
し
た（
笑
）。
今
は
も
っ
ぱ
ら
食
べ
歩
き
、

飲
み
歩
き
で
す
ね
。（
笑
）。
日
本
橋
は
グ
ル
メ
の
街
で

す
。
和
食
、
洋
食
問
わ
ず
各
国
の
料
理
が
幅
広
く
味
わ

え
ま
す
。
ま
た
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
お
店
か
ら
高
級
店
ま
で
、

千
差
万
別
な
の
も
魅
力
で
す
ね
。

私
は
歩
く
の
が
好
き
な
の
で
、
日
本
橋
で
会
食
し
て

も
新
富
町
の
自
宅
ま
で
健
康
維
持
を
兼
ね
て
歩
い
て
帰

り
ま
す
。
街
並
み
や
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
景
色
な
ど
、

昼
も
夜
も
見
飽
き
ま
せ
ん
。
銀
ブ
ラ
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
が
、
山
田
さ
ん
「
ブ
ラ
リ
日
本
橋
」
を
流
行
ら

せ
た
ら（
笑
）。
今
年
の
「
日
本
橋
美
人
博
覧
会
」
で
は
、

み
ん
な
で
「
ブ
ラ
リ
日
本
橋
」
を
し
て
街
を
散
策
し
ま

し
ょ
う
。

山
田
　
「
日
本
橋
美
人
博
覧
会
」
は
、
パ
ビ
リ
オ
ン
を

建
て
ず
に
、
既
存
の
名
店
、
企
業
、
ホ
テ
ル
な
ど
新
旧

の
建
物
が
博
覧
会
場
と
な
り
ま
す
。
今
年
の
第
３
回
日

本
橋
美
人
博
覧
会
（
２
０
１
０
年
10
月
22
日
〜
11
月
９

日
）
は
”江
戸
で
彩
る
“を
テ
ー
マ
に
、
江
戸
時
代
か
ら

培
っ
た
伝
統
技
術
や
歴
史
を
テ
ー
マ
と
し
た
展
示
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
共
催
イ
ベ
ン
ト
や
店
舗
フ
ェ
ア
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
各
種
ラ
リ
ー
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

が
沢
山
あ
り
ま
す
。
街
ぐ
る
み
で
協
力
し
「
中
央
区
産

業
文
化
展
（
10
月
31
日
〜
11
月
３
日
）」
や
「
中
央
区

ま
る
ご
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
10
月
31
日
）」
と
も
連
携

し
て
、
開
催
し
ま
す
。

区
長
　
渾
然
一
体
の
ま
す
ま
す
の
に
ぎ
わ
い
が
期
待
で

き
そ
う
で
、
今
か
ら
楽
し
み
で
す
ね
。
今
回
は
、
他
区

か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
ご
協
力
も
い
た
だ
い
て
い
る
と
伺

い
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
地
域
が
率
先
し
て
ア
イ
デ
ア

を
出
し
、
行
政
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
理
想
の

形
は
、
嬉
し
く
も
ま
た
、
頼
も
し
く
も
感
じ
て
い
ま
す
。

山
田
　
区
長
に
と
っ
て
の
「
日
本
橋
美
人
」
と
は
、
ど

の
よ
う
な
女
性
で
し
ょ
う
か
。

区
長
　
「
日
本
橋
美
人
」、
素
敵
な
響
き
で
す
ね
。
日

本
橋
地
域
全
体
を
自
分
の
”舞
台
“と
し
て
堂
々
と
活
動

す
る
女
性
。
つ
ま
り
、
女
優
に
な
っ
た
つ
も
り
で
、一
挙

手
一
投
足
に
気
を
配
れ
る
方
…
。
日
本
に
は
日
本
舞
踊
、

茶
道
、
華
道
、
書
道
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
自
分
自
身

を
磨
く
道
が
あ
り
ま
す
ね
。
そ
ん
な
方
は
ま
す
ま
す
人

間
と
し
て
輝
き
、
魅
力
的
に
な
り
ま
す
。「
熈
代
勝
覧
絵

巻
」
に
描
か
れ
て
い
る
女
性
は
、
元
気
で
生
き
生
き
と

し
て
自
分
の
個
性
を
臆
さ
ず
に
出
し
て
い
ま
す
よ
ね
。

日
本
橋
と
い
う
、
気
品
と
風
格
が
あ
る
”本
物
“の
街
に

は
、
男
女
問
わ
ず
「
も
ど
き
」
で
な
い
人
間
が
育
ま
れ

る
の
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
培
わ
れ
た
本
物
の
女
性
こ
そ

「
日
本
橋
美
人
」
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
田
　
私
た
ち
も
区
長
の
お
っ
し
ゃ
る
「
も
ど
き
」
で

な
い
「
本
物
の
女
性
」
を
目
指
し
、
心
身
と
も
に
美
し

く
輝
い
て
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
日
本
橋
美
人''Japan

B
eauty

from
Edo-Tokyo

''

」
と
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統
を
身
近
に
感

じ
る
こ
と
に
よ
り
培
わ
れ
た
教
養
や
品
格
、
粋
な
ど
の
価
値
観
を
大
切
に
す
る
″心
も
身
体
も
美
し
い
″
女
性

を
総
称
す
る
日
本
橋
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
で
す
。
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